
　「
地
方
創
生
」に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
第
一
主
義
の
理

念
の
下
、
職
員
と
と
も
に
蒔ま

い
て
き
た
変
革
・

成
長
の
種
が
実
を
結
び
、
そ
の
大
き
な
発
展

と
変
化
の
可
能
性
を
実
感
で
き
る
環
境
に
あ

る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
長
の
萌ほ
う

芽が

を
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
、
大
き
く
成
長

さ
せ
る
た
め
に
は「
８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
佐
世
保
市
の
将
来
を
見
据
え

た
成
長
の
根
幹
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
力

強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

❶
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
体
制
整
備

❷
俵
ヶ
浦
半
島
開
発

❸
九
十
九
島
認
知
度
向
上

❹
名
切
地
区
再
整
備

❺
英
語
が
話
せ
る
ま
ち 
佐
世
保

❻
基
地
と
の
共
存
共
生

❼
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）誘
致

❽
企
業
立
地
・
新
工
業
団
地
整
備

※
6
、
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
。

　
企
業
立
地
の
推
進
で
は
、
製
造
業
や
オ
フ
ィ

ス
系
企
業
の
新
た
な
誘
致
に
向
け
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企
業
誘
致
活
動

を
強
力
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

02

２
月
26
日（
月
）、
3
月
定
例
市
議
会（
会
期
は
3
月
27
日
ま
で
）が
開
か
れ
、
朝
長
市

長
が
平
成
30
年
度
の
施
政
方
針
や
当
初
予
算
案
な
ど
の
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る「
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や

「
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
当
初
予
算
案
の
概
要
な
ど
を
抜
粋
、
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

❶
成
長
戦
略 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平成30年度
施政方針
当初予算

成
長
の
萌
芽
を
根
付
か
せ
る
た
め

８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
さ
ら
な
る
推
進
を
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観
光
振
興
で
は
、「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾

ク
ラ
ブ
」へ
の
加
盟
に
よ
り
、
西
海
国
立
公
園

九
十
九
島
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
に
向
け
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、

既
に
高
い
認
知
度
を
誇
る
本
市
の
観
光
資
源

と
併
せ
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す「
黒
島
の
集
落
」

や
日
本
遺
産
な
ど
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か

し
た
滞
在
周
遊
型
観
光
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
増
加
や
大
型
化
な

ど
の
好
機
を
捉
え
、
本
市
へ
の
さ
ら
な
る
人

の
流
れ
と
観
光
消
費
を
創
出
す
る
た
め
、
中

心
商
店
街
へ
の
大
型
バ
ス
専
用
乗
降
場
の
設

置
や「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
ま
ち
元
気
協
議
会
」を

中
心
と
し
た
市
内
商
業
者
等
と
連
携
し
、
ス

マ
ホ
決
済
の
導
入
・
周
知
に
係
る
支
援
を
行

う
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境

を
整
備
し
、
本
市
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
と

セ
ー
ル
ス
活
動
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　「
黒
島
の
集
落
」を
含
む「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」で
は
、
昨
年

９
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関「
イ
コ
モ
ス
」

に
よ
る
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
、
本
年
は
い

よ
い
よ「
世
界
遺
産
委
員
会
」で
世
界
遺
産
へ

の
登
録
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
今
後
と

も
登
録
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
黒
島
の
集
落
」の
価
値
の
周
知
に
努
め
る
ほ

か
、観
光
Ｐ
Ｒ
や
黒
島
へ
の
観
光
客
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
国
際
戦
略
の
推
進
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
回
数
が
年
々
増
加
し
、
昨
年
は
84
隻
の

ク
ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港
し
た
ほ
か
、
本
年
7

月
に
は
三
浦
岸
壁
の
全
体
供
用
開
始
に
伴
い
、

16
万
ト
ン
級
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ク
ァ

ン
タ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
」が
初
め
て
寄

港
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
７
月
に
「
国
際
旅

客
船
拠
点
形
成
港
湾
」に
指
定
さ
れ
た
こ
と

は
、
佐
世
保
港
が
ア
ジ
ア
か
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
機
能
を
有
し
た
日
本
屈
指
の
拠
点
港
と
し

て
発
展
す
る
た
め
の
礎
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

浦
頭
地
区
に
お
い
て
は
平
成
32
年
４
月
の
供

用
開
始
を
目
指
し
、
国
土
交
通
省
や
連
携
す

る
カ
ー
ニ
バ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
一
体
と

な
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
ま
ち
な
か
」の
活
性
化
で
は
、
民
間
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
組
織「
一
般
社
団
法
人
さ
せ
ぼ
ラ

ボ
」が
活
動
を
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
活
性
化
に

向
け
た
体
制
が
さ
ら
に
充
実
し
つ
つ
あ
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
動
き
と
連
携
し
て「
ま
ち
な

か
」の
魅
力
や
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「世界で最も美しい湾クラブ」へ
加盟申請中の西海国立公園九十九島

7月以降は 16万トン級の船が入港可能となる佐世保港。写真のクルーズ客船は 10万トン級の「コスタ・フォーチュナ」
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ま
た
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
三
川
内
焼

や
世
知
原
茶
、
九
十
九
島
か
き
、
九
十
九
島
い

り
こ
、九
十
九
島
と
ら
ふ
ぐ
を
中
心
と
し
た「
さ

せ
ぼ
産
品
」の
情
報
発
信
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
、
市
内
外
に
お
け
る
認
知
度
向
上

と
販
売
額
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
で
は
、
世
知
原
茶
な
ど
の「
さ

せ
ぼ
産
品
」に
加
え
、
西
海
み
か
ん
、
長
崎
和

牛
な
ど
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
や
生
産
量
の

維
持
・
拡
大
の
た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
産
地
力
強
化
に
努

め
ま
す
。

　
市
町
村
別
漁
獲
量
で
県
内
１
位
、
全
国
で

も
4
位
の
漁
獲
量
を
誇
る
水
産
業
に
つ
い
て

は
、
資
源
増
産
の
取
り
組
み
等
を
行
い
、
漁

獲
量
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
は
、
制
度
の
趣
旨

に
沿
っ
た
形
で
特
産
品
や
観
光
商
品
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
本

市
観
光
物
産
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
地
域
防
災
力

の
向
上
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の
連
携
・
対

応
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
総
合
防
災
訓

練
を
は
じ
め
、
原
子
力
施
設
、
原
子
力
艦
船

の
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
、
ミ
サ
イ

ル
飛
来
を
含
む
武
力
攻
撃
事
態
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
・
活
性

化
で
は
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と

な
る「
地
区
自
治
協
議
会
」が
３
月
末
ま
で
に

全
27
地
区
で
設
立
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る「
佐
世
保
市

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
」に

基
づ
き
、
地
区
自
治
協
議
会
の
運
営
・
活
動

に
対
す
る
支
援
や
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　
本
市
の
水
源
不
足
の
抜
本
的
解
決
策
と
し

て
、
事
業
主
体
で
あ
る
長
崎
県
を
中
心
に
事

業
実
施
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
付
け
替
え
県

道
工
事
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
造
成
作
業
な

ど
一
定
の
進し
ん
ち
よ
く捗が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
昨
今
の
異
常
気
象
は
、
よ
り
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
い
つ
渇
水

に
な
る
と
も
知
れ
ず
、
事
業
の
緊
急
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
と
し
て
も

石
木
ダ
ム
の
早
期
実
現
を
達
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
水
道
施
設

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
も
、
今
後
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
水
源
確

保
を
し
な
け
れ
ば
既
存
ダ
ム
の
更
新
・
改
修

が
困
難
で
あ
り
、
こ
う
し
た
老
朽
化
対
策
の

側
面
か
ら
も
石
木
ダ
ム
に
よ
る
新
規
水
源
開

発
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
何
と
し
て
も
石

木
ダ
ム
に
よ
る
水
源
確
保
を
早
期
に
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後

一
層
、
長
崎
県
と
連
携
し
て
事
業
推
進
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
新
返
還
６
項
目
」の
一
つ
で
、
基
地
政
策

の
最
重
要
課
題
で
あ
る「
前
畑
弾
薬
庫
の
移

転
・
返
還
」に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
１
月
の

日
米
合
同
委
員
会
合
意
か
ら
既
に
７
年
が
経

過
し
て
い
る
も
の
の
具
体
に
至
っ
て
い
な
い

と
い
う
感
が
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
が
国
に
返
還
後
の

跡
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
か
を
示
し
、
強
く
訴
え
か
け
る
こ
と

で
、
返
還
を
推
し
進
め
る
推
進
力
に
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
、
跡
地
利
用
構
想

の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
本
年
３
月
末

ま
で
の
完
成
に
向
け
、
有
識
者
会
議
か
ら
の

報
告
書
を
尊
重
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
移
転
先
と
な
る
江
上
・
針
尾
地
区
な
ど

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
十
分
に
拝
聴

し
、
で
き
る
限
り
の
負
担
軽
減
と
地
域
振
興

に
努
め
ま
す
。

　
崎
辺
地
区
の
利
活
用
で
は
、
崎
辺
西
側
に

お
い
て
、
本
年
３
月
27
日
に
新
編
さ
れ
る
陸

上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
の
う
ち
、
水
陸
両
用

車
部
隊
の
配
備
に
向
け
、
必
要
と
な
る
施
設

等
の
整
備
が
国
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
崎
辺
東
側
に
お
い
て
は
、
岸
壁
整

備
を
含
む
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
利
活
用
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
現
在
あ
る
米
軍
施
設
の
移

設
経
費
が
、
平
成
30
年
度
政
府
予
算
案
に
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
自
衛
隊
に
よ
る
崎
辺
地
区
の

利
活
用
に
向
け
た
整
備
が
具
体
的
に
進
む
中
、

地
域
の
交
通
環
境
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た

め
に
は
前
畑
崎
辺
道
路
の
早
急
な
整
備
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
長
年
に
わ
た
る
国
へ
の
重
点
要
望
の
結

果
、
平
成
29
年
度
か
ら
防
衛
補
助
事
業
と
し

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

本
格
的
な
着
工
に
向
け
て
、
着
実
な
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
き
ま
す（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
今
後
と
も
基
地
と
市
民
と
の
共
存
・
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
む
と
と
も
に
、

佐
世
保
港
の
す
み
分
け
が
一
層
進
展
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❷
安
全
・
安
心
な
ま
ち 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

❸
地
域
の
絆 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全国第 4位の漁獲量を誇る本市の水産業

　
石
木
ダ
ム
建
設
事
業

　
基
地
政
策

05

　
平
成
30
年
3
月
議
会
に
提
案
し
た
当
初
予
算

案（
一
般
会
計
）は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
あ
る
佐
世
保
港
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点

形
成
事
業
等
の
普
通
建
設
事
業
費
の
増
や
社
会

保
障
関
係
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
0
・
2
%（
2
・
5
億
円
）増
の

1
1
7
9
億
3
5
0
6
万
円
と
な
り
、
4
年

連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
予
算
案
で
は「
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
連
す
る
14
事
業
に

35
億
9
1
7
1
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
一
部
を
含
む
地
方
創
生
の
取
り
組
み

と
し
て
、
57
事
業
、
18
億
1
2
2
6
万
円
を

計
上
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
の
緊
急
課
題
、
懸
案
事
項
等
へ

の
対
応
や
地
域
の
元
気
づ
く
り
、
財
政
健
全
化

の
た
め
の
特
別
枠
を
設
け
、
7
億
2
1
6
7
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
道
路
や
公
共
施
設
改
修
な
ど
の
生
活

関
連
事
業
に
つ
い
て
は
課
題
懸
案
分
も
含
め

33
億
9
7
3
5
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
事
務
の
効
率
化
な
ど
徹
底
し
た
改
革
改

善
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
約
11
億
円
の
財
源
を

活
用
し
ま
し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
、
地
方
創
生
関
係
・

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
関
係
の
主
な
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■=自主財源（自主的に収入できる財源）39.8%
■=依存財源（国や県から交付される財源など）60.2%

歳入予算構成比

一般会計

1179億
3506万円

市税
24.7%

諸収入
4.5%

繰入金など
10.6%

地方交付税
21.4%

国庫支出金
17.9%

県支出金
7.3%

市債
8.0%

その他
5.6%

歳入の状況
平成 30年度は、市税において固定資産税の評価
替えによる減やたばこ税の減などの要素もありま
すが、個人住民税における給与所得者の賃金上昇、
固定資産税における家屋の新増築・設備投資の増
などで前年比 1億円の増を見込んでいます。

地方債の状況
公債費元金償還金（過去の借入金を払うお金・
99.8 億円）から市債発行額（新たな借入金・94.4
億円）を差し引いたプライマリーバランスは 5.4
億円の黒字となり、市債の年度末残高はその分だ
け減少することになります。

当
初
予
算

歳出予算構成比

主な増減理由
●普通建設事業費の増　計 24.1 億円
新西部クリーンセンター整備事業費 18.8 億円
佐世保港国際クルーズ拠点形成事業費 17.1億円
相浦複合施設整備事業費 △ 10.7 億円  など
●扶助費の増　計 4.6 億円
障がい者自立支援費の増  7.1 億円
私立幼稚園等運営事業費の増  1.1 億円
生活保護費の減  △ 3.3 億円  など
●補助費等の減　計 △ 11.1 億円
臨時福祉給付金の減　△ 9.8 億円
企業立地奨励金の減　△ 3.3 億円  など
●積立金の減　計 △ 10.0 億円
施設整備基金積立金の減　△ 5.5 億円
ふるさと佐世保元気基金積立金の減 △ 2.6 億円 など　

一般会計

1179億
3506万円

教育費
8.4%

民生費
39.2%

総務費
9.9%

衛生費
12.5%

公債費
9.1%

商工費
6.2%

土木費
    5.8%

その他
    8.9%

佐
世
保
新
未
来
へ
の
成
長
予
算
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昨年 7月、佐世保港は国土交通省から国際旅客船拠
点形成港湾の指定を受けたことにより、浦頭地区にお
いて、東アジアを発着地とするクルーズ船の寄港拠
点を形成するため、官民が連携して港湾施設の整備
を行うこととしています。三浦地区の取り組みと併
せ、佐世保港が連携するクルーズ船社とともに、日
本に寄港するクルーズ船のゲートウェイ機能を有す
る拠点港として発展することを目指します。30年度
は浦頭地区における岸壁整備や泊地浚

しゆんせつ

渫などの整備
を行い、供用開始は 32年 4月を予定しています。
佐世保港国際クルーズ拠点形成事業
（事業区分）
●国土交通省→岸壁、泊地整備
●佐世保市→臨港道路整備、駐車場舗装など
●カーニバル社（クルーズ船社）→旅客ターミナル整備

クルーズ船入港体制整備 17億5846万円

名切地区再整備 2077万円
昨年は名切地区全体の土地利用の方針となる「名切地区
まちづくり構想」をとりまとめ、最初の取り組みとして
旧花園中学校跡地を活用する民間事業者を公募し、優
先交渉権者を決定しました。30年度は自然レクリエー
ションゾーンと交流・文化ゾーンの一部リニューアルに
着手します。名切地区の玄関口とも言えるスポーツ広
場は、子育て世代のニーズが高い「屋内あそび場」の導
入のほか、中心市街地のにぎわいに寄与し多様な世代
の交流を育むような新たな拠点として、また旧児童文
化館一帯は「自然環境を守り生かしながら子どもも大人
も楽しめる空間」として、民間のノウハウやアイデアを
生かした新しい官民連携による手法でリニューアルを
行います。30年度はこれらのゾーンのリニューアルに
かかる民間事業者を公募する準備を進めます。

俵ヶ浦半島開発
5億1705万円

俵ヶ浦半島ではクルーズ船観光客をはじめとした団
体観光客の受け入れも視野に入れた観光公園整備を
行います。30年度は長崎県の支援を受けながら公園
予定地の丘の造成、土壌調査、実施設計を進め、32
年度中の供用開始を目指します。また、住民主体の
まちづくりのモデル地区となるよう地域マネジメン
ト組織の自立化に向けた支援を引き続き行います。
●俵ヶ浦半島公園（仮称）整備事業　4億 9566万円
●地方創生推進事業　2139万円

九十九島認知度向上
2514万円

30年度はハウステンボスと連携した大型広告の実施
など、ハウステンボスの全国的な知名度を活用した
広報活動を展開します。また 30年度中に「世界で最
も美しい湾クラブ」への加盟を実現させ、国内加盟 4
湾（松島、駿河、富山、宮津・伊根）と連携を深める
とともに、そのブランド力を活用したプロモーショ
ン活動などを行います。
●観光客誘致促進事業（九十九島誘客事業）1000万円
●「世界で最も美しい九十九島湾クラブ」推進事業 
　1514万円

●
●

●

●
●

●
●

●●●

●●●

国道
35号

名切

佐世保駅方面

大野方面

松浦町

県立武道館

旧花園中学校

旧市民会館

交通公園

旧児童文化館

中央
公園

スポーツ広場 市立図書館

交流・文化
ゾーン

スポーツ
ゾーン

自然レクリエー
ションゾーン

公益利用
ゾーン

●

国道
202号
方面

岸壁
（水深 10m）

泊地
（水深10m）

浦頭引揚記念
平和公園

旅客
ターミナル

駐車場 臨港道路整備
4車線化区間

4車線化
済み区間

「
都
市
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」と「
仕
事
の
創
出
」を
目
指
し
て

浦頭地区
クルーズ船の
拠点整備

中央公園
リニューアル
に着手
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基地との共存共生 1億1750万円
大黒・天神地区における既存道路の現状は中心市街
地の背後に位置する住宅街を縦貫する道路であり、
沿線には住宅が並び、小学校、中学校等の教育施設
や崎辺地区には既存の海上自衛隊施設が所在してい
ることから、慢性的に渋滞している状況です。また、
今後具体的に自衛隊による崎辺地区の利活用に向け
た整備が進む中で、本市中心部と崎辺地区を直結す
る基幹道路の建設は必要不可欠であり、大黒・天神
地区の狭い既存道路の交通環境を抜本的に改善する
ために道路整備を行うものです。30年度は道路設計、
地質調査などを行う予定です。
●事業期間　29～ 35年度（予定）
●総事業費　約 60億円（推定）
●全体計画延長　約 2,900m

統合型リゾート（IR）誘致
1億34万円

28年 12月に IR 推進法が成立し、長年にわたり議論
を進めてきた IR の実現に向け、ようやく重い扉が開
かれようとしています。IR 推進法の成立を受け、依
存症等のリスク対策を含む IR の合法化に向けた制度
設計が国によって進められており、間もなく国会に IR
実施法案が提出される見込みとなっています。本市は
IR 区域認定における申請主体である長崎県と一体と
なって誘致促進に取り組んでいきます。30年度は認
定申請のための実施指針策定などに取り組みます。

小佐々地区の「ウエストテクノ佐世保」には、これま
でに 3社が立地し、市内中心部にはオフィス系企業
の立地が決定しました。今後ともさらなる企業立地
を早期に実現するため、年間 1,000 件の企業訪問を
目標とし、自動車関連企業やオフィス系企業などに
対し誘致活動を行います。また製造業の新たな企業
誘致の受け皿となる相浦地区の新規市営工業団地は
31年 10月の分譲開始に向け工事の進捗を図ります。
●企業誘致活動事業　1203万円
●企業立地奨励事業　1億 2580万円
●市営工業団地整備事業（相浦地区）　8億9327万円

英語が話せるまち 佐世保
2134万円

米海軍が所在する本市の特色を生かし「佐世保に来
れば英語が話せる、佐世保に住めば英語が身に付く」
という新しい魅力を作り上げていく事業です。30年
度は子どもたちが外国人と直接交流する「Sasebo 
English Camp」を全中学校で実施するほか、教職員
の英語指導力向上に向けた研修などを実施します。
●国際理解教育推進事業等　1076万円
●英語シャワー事業　856万円　など

●●

● ● ●

●

●

崎辺海軍
補助施設
（崎辺東側）

前畑崎辺
道路

佐世保
弾薬補給所

（前畑弾薬庫）

水陸両用
車部隊

（崎辺西側）

港小学校
崎辺中学校

佐世保みなと IC

佐世保駅

西九州
自動車道

相浦地区
市営工業団地

愛宕山

相浦港

相浦中里 IC

九州電力
相浦発電所

企業立地・新工業団地整備　10億3110万円

８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大黒・天神
交通環境の
改善

相浦地区
市営工業団地
の整備



地方創生 関係事業

まちづくりの基本目標 関係事業
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世界遺産活用推進事業
4100万円

本年夏に世界遺産登録が期待される「黒島の集落」の
観光客受け入れ態勢の整備を図るため、島内におけ
る移動手段として、臨時シャトルバスの運行や相浦
桟橋周辺の臨時駐車場対策、観光案内標識の設置を
実施します。また、世界遺産登録の瞬間を市民の皆
さんとお祝いするために市中心部においてパブリッ
クビューイングを開催するとともに、黒島の認知度
向上や観光客誘致に取り組むため、マスメディアを
活用した情報発信を行います。

世界遺産登録推進事業
4985万円

黒島の文化的景観整備や文化的景観構成要素の調
査、黒島天主堂保存修理補助、教会守設置のほか、
説明板の設置や黒島島内でのパブリックビューイン
グなどの世界遺産登録の周知啓発事業を行います。
●登録までのスケジュール（予定）
　イコモス勧告　4月下旬～ 5月上旬
　世界遺産委員会　6月 24日㊐～ 7月 4日㊌

あふれる魅力を創出し体感できるまち

姉妹都市等交流事業
2485万円

厦
アモイ

門市との友好都市提携 35 周年、コフスハー
バー市との姉妹都市提携 30周年にかかる記念事
業として、訪問団を派遣します。また坡

パジュ

州市（10
周年）、釜

プサン

山広域市西区（5周年）との記念交流事
業を実施するため、各都市から訪問団を受け入れ
ます。写真は釜山広域市西区松島海水浴場。

健康で安心して暮らせる福祉のまち

健康寿命延伸プロジェクト事業
1254万円

健康寿命延伸プロジェクト事業は、官民が連携し
て市民の健康づくりを支援するもので、企業が行
う「健康経営」を推進し、啓発イベント「佐世保け
んこうマンス」等で健康づくりの機会提供や情報
発信などを行います。30年度は健康づくりの裾
野を広げるため、健康づくりへの取り組みに対し
てポイントを付与する「健康ポイント制度」の導
入に向け、民間事業者等と連携して本プロジェク
トの拡充を図ります。

30
年
度
に
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
事
業 

主
な
事
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

心豊かな人を育むまち

スポーツ関心向上事業
　　　　　　　　　　357万円

一流のスポーツに触れる機会を通して、子どもた
ちをはじめ市民のスポーツへの関心を高めるため
の事業を行います。平成 30年度は J1 に昇格し
たV・ファーレン長崎のホームゲームにおける応
援事業を実施します。
●市民応援バスツアー   5 月以降のホームゲームで実施
●小学生応援事業  小学生と保護者 450人程度

雇用を生み出す力強い産業のまち

子牛共同育成施設
「キャトルステーション」建設

978万円

本市の肉用牛の生産基盤強化を図るため、子牛共
同育成施設（キャトルステーション）の建設に対
し補助を行います。
●整備内容
牛舎（子牛 300頭規模）、その他付帯設備

子育てワンストップ
サービスの導入
139万円

国が運営するマイナンバー関連のオ
ンラインサービスに対応するもので
す。子育て世代の負担軽減を目的に、
本市の子育てに関する手続きについ
て、マイナンバーカードを利用し、
オンライン化・ワンストップ化の実
現を目指します。

保育士確保
緊急対策事業
2397万円

私立保育所と認定こども園等におけ
る年度途中からの入所児童の増加に
対応するため、年度初めごろからあ
らかじめ保育士確保を行う保育所等
施設に対して人件費を助成し、保育
士の確保を支援することで、待機児
童の解消を図ります。

不妊に悩む方への
一般不妊治療支援事業

652万円

不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減
と少子化対策の推進を図ることを目
的として、一般不妊治療のうち人工
授精に要する費用の一部を助成する
ものです。助成内容は本人支払額の
1/2（上限5万円、所得制限あり）の
予定です。詳しくは子ども保健課に
お尋ねください。
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